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獣医⽤ワクチンのバッチ安全性試験（BST）は、臨床症状や体重の変化など、いくつかの基準に従ってワクチンの安
全性を保証するために、⼩さな実験動物を使⽤して実施されます。後者はBSTの評価指標として使⽤されています
が、試験期間中に体重に影響を与える内部変化についての報告はありません。したがって、我々は試験動物の病理学
的検査を介してBSTを分析した。ここでは、BSTは、マウスを使⽤して176バッチ、モルモットを使⽤して126バッチ
に対して実⾏されました。⾁眼的所⾒のほとんどは4つの病変タイプ（結節、癒着、腹⽔、明らかな兆候なし）に分
類でき、これら4つのタイプのいずれにも分類できなかった病変を誘発するワクチンは1つだけでした。組織病理学
的検査により、BSTによって引き起こされた反応が化膿性および/または⾁芽腫性炎症であることが明らかになっ
た。結節性または癒着性病変は、腹⽔または明らかな⾁眼的病変のない症例よりも重度の化膿性⾁芽腫性炎症を含ん
でいた。これらの結節性または癒着性病変は、アジュバントを含まないワクチンよりもアジュバントを含むワクチン
によってより頻繁に誘発された。「例外的な」⾁眼的所⾒を伴う症例は、組織学的に造⾎系の重度の壊死を⽰した。
追加のテストでは、特定の種類の軽い液体パラフィンを他のワクチン添加物と⼀緒に注射すると、これらの「例外的
な」病変が誘発されることが⽰されました。
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局所注射された亜硫化ニッケルの眼窩への漏出によって引き起こされたラット
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⾻格外⾻⾁腫は、ヒトや動物、特にげっ⻭類では⾮常にまれです。これは、Crlj︓CD1（ICR）マウス（36週、死亡）
の⾸⾻格筋における⾃然発⽣的な⾻格外⾻⾁腫に関する最初の症例報告です。剖検では、⾸の⾻格筋（斜⾓筋）に⽩
い固い塊が⾒られました。組織学的検査は、腫瘍が⾮定型の多⾓形細胞、⼩さな類⾻の塊、および⾻組織からなるこ
とを⽰した。有⽷分裂像が観察された。連続切⽚は、腫瘍性細胞が隣接する正常な⾻格筋への明確な浸潤性増殖およ
び正常な⾻組織との連続性を⽋いていることを⽰した。免疫組織化学的分析は、腫瘍性細胞がオステオカルシン、オ
ステリックス、ビメンチン、およびS-100に対して陽性であることを⽰した。これらの結果に基づいて、

亜硫化ニッケル（Ni  S ）は、ラットの眼に硝⼦体内注射すると眼内腫瘍を誘発することが知られています。ここ
では、おそらく局所的に注⼊されたNi  S 漏出が原因で、2つの異なるラット系統で2つの眼球外眼窩新⽣物が⾒
つかりました。外眼窩組織に。F344 / DuCrlCrljラットでは、注射後30週間で眼窩腫瘤が発⽣し、頭蓋に浸潤した。
組織学的には、軌道塊は、細胞質の境界が不明瞭な密集した細⻑いまたは紡錘形の細胞によって形成された平⾏な束
に配置された領域と、好酸球性粘液様物質の円形細胞からなる低細胞配列の領域で構成されていました。右顎下およ
び頸部リンパ節に転移が観察された。腫瘍細胞はS-100タンパク質とビメンチンに対して免疫陽性でした。透過型電
⼦顕微鏡は、腫瘍性細胞が細胞突起および細胞質周囲の基底膜を有することを明らかにした。RccHanで ︓WIST

ラット、注射後36週間で眼窩腫瘤が発⽣した。組織学的には、腫瘤はラブドイド様の⼤きな円形細胞で構成され、
⼩さな円形から多⾓形の細胞が増殖し、これらの腫瘍性細胞は外眼筋に浸潤していた。免疫組織化学的に、腫瘍性細
胞はデスミンとビメンチンに陽性でした。透過型電⼦顕微鏡は、これらの腫瘍性細胞の細胞質にZバンド構造を持つ
未成熟な筋原線維を検出しました。その結果、腫瘍は、F344 / DuCrlCrljラットでは眼窩悪性神経鞘腫、RccHan

︓WISTラットでは眼窩胚性横紋筋⾁腫と診断されました。この症例報告の結果は、Niの漏れ⽰唆  Sを  眼窩への
移⾏は、ラットに眼窩悪性神経鞘腫または横紋筋⾁腫の誘発を引き起こした。
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22週齢のメダカ1頭で浮袋腫瘍が検出された。腫瘍は背側腹腔内にあり、最⼤⼨法は1,850×1,500 µmでした。浮き袋
の内腔は特定されず、浮き袋の内腔が配置されていたはずの領域が脂肪組織に置き換えられました。腫瘍は、⾮侵襲
性で拡張性があり、いくつかの嚢胞を伴うカプセル化された固形塊であり、⾼分化型で密集したガス腺上⽪様細胞の
均質な集団を含んでいた。腫瘍塊は、過形成性⽑細⾎管叢を⽰した奇網に関連していた。しかし、腫瘍細胞は奇網に
侵⼊しなかったため、腫瘍は浮袋のガス腺上⽪に由来する腺腫であることが明らかになりました。

免疫組織化学（IHC）の技術的側⾯に関する情報を共有し、組織病理学的検査に適した抗体の選択を容易にすること
を⽬的として、このテクニカルレポートでは、2018年から2019年の間に実験会議のメンバーに配布されたアンケー
トの結果について説明します。動物の組織病理学。さらに、免疫学的特性とサプライヤーの詳細（クローン、サプラ
イヤー、カタログ番号、種の反応性など）、およびIHC染⾊条件（固定液、固定時間、埋め込み、抗原検索⽅法、抗
体希釈、インキュベーション時間、インキュベーション温度、陽性対照組織、ブロッキング条件、⼆次抗体情報な
ど。）合計509の⼀次抗体（220の異なるタイプを含む）。これらの調査結果は、2017年にCEAHによって報告され
た内容の更新でした。
Goog

le tr
ansl

atio
n/A

EIC t
rial

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tox/34/2/34_2020-0079/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tox/34/2/34_2020-0088/_article/-char/ja
https://doi.org/10.1293/tox.2020-0088
javascript:void(0);
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tox/34/2/34_2020-0088/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tox/34/2/34_2021-0006/_article/-char/ja
https://doi.org/10.1293/tox.2021-0006
javascript:void(0);
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tox/34/2/34_2021-0006/_pdf/-char/ja


2021/5/14 Journal of Toxicologic Pathology

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/tox/34/2/_contents/-char/ja 4/4

編集・発⾏ : ⽇本毒性病理学会 

制作・登載者 : 株式会社アイペック

Goog
le tr

ansl
atio

n/A
EIC t

rial




